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（平成21年3月31日現在） 

　当期末残高は、預金積金8,107億円、貸出金3,653億円となり、総資産額は8,506億円となりました。 
　損益につきましては、経常収益が14,359百万円、経常費用が13,859百万円となり、この結果、経常利益は500百万円、また当期純利益
は513百万円となりました。 

◆平成20年度のいちい信用金庫グループの業績

◆主要な経営指標　 （単位：百万円） 

連結経常収益 

連結経常利益 

連結当期純利益 

連結純資産額 

連結総資産額 

連結自己資本比率 

14,359 

500 

513 

32,426 

850,620 

10.12%

平成20年度 

13,775 

1,255 

825 

32,882 

786,811 

9.61％ 

平成16年度 

13,762 

1,311 

1,125 

29,801 

795,610 

9.73％ 

平成17年度 

14,199 

1,135 

1,030 

33,515 

828,864 

10.52%

平成19年度 

13,738 

1,230 

1,166 

32,212 

813,081 

10.38%

平成18年度 

◆子会社等の状況

所在地 

設立年月日 

主要業務内容 

資本金 

決算期 

当金庫の株式等の議決権比率 

子会社等の株式等の議決権比率 

一宮市若竹三丁目3番3号 

昭和62年4月1日 

いちい信用金庫からの委託業務 

10百万円 

3月末 

100.00％ 

― 

いっしん総合サービス（株） 

一宮市せんい三丁目9番1号 

昭和60年8月1日 

リース業務 

20百万円 

3月末 

12.82％ 

― 

いちいリース（株） 

岩倉市旭町一丁目21番地 

平成16年7月1日 

いちい信用金庫からの委託業務 

10百万円 

3月末 

100.00％ 

― 

（株）いちい総合研究所 会社名 

　いちい信用金庫グループは、当金庫、子会社2社、関連法人等1社で構成され、信用金庫業務を中心に事務処理代理業務、リース業務など
の金融サービスを提供しております。 

いちい信用金庫 

■子会社等3社   ・子会社…いっしん総合サービス株式会社、株式会社いちい総合研究所　・関連法人等…いちいリース株式会社 

■国内…本店ほか51支店、2有人出張所 

◆いちい信用金庫グループの主要な事業の内容

連結財務諸表の作成方針

1.連結の範囲に関する事項 
　連結される子会社及び子法人等　　2社 

　会社名　　いっしん総合サービス株式会社　株式会社いちい総合研究所 

2.持分法の適用に関する事項 
　（1） 持分法適用の非連結子会社及び子法人等、関連法人等 

　　　該当なし 

　（2）持分法非適用の非連結の子会社及び子法人等、関連法人等 

　　　会社名　いちいリース株式会社 

　持分法非適用の非連結の子会社及び子法人等、関連法人等は、当期純利益及

　び利益剰余金からみて、持分法の対象から除いても連結財務諸表に重要な影

　響を与えないため、持分法の対象から除いております。 

3.連結される子会社及び子法人等の事業年度等に関する事項 
　連結される子会社及び子法人等の決算日は次のとおりであります。 

　3月末日　2社 

4.連結される子会社及び子法人等の資産及び負債の評価に関する事項 
　連結される子会社及び子法人等の資産及び負債の評価については、全面時価

　評価法を採用しております。 

5.剰余金処分項目等の取扱いに関する事項 
　連結剰余金計算書は、連結会計期間において確定した剰余金処分に基づいて

　作成しております。 

◆ 連結損益計算書 （単位：百万円） 

経常収益    
資金運用収益   
　貸出金利息  
　預け金利息  
　有価証券利息配当金  
　その他の受入利息  
役務取引等収益   
その他業務収益   
その他経常収益   
経常費用    
資金調達費用   
　預金利息  
　給付補てん備金繰入額  
　その他の支払利息  
役務取引等費用   
その他業務費用   
経費  

（単位：百万円） 

その他経常費用   
　貸出金償却  
　その他の経常費用 
経常利益    
特別利益    
　固定資産処分益 
　貸倒引当金戻入益 
　償却債権取立益 
特別損失 
　固定資産処分損 
　減損損失 
　その他の特別損失 
税金等調整前当期純利益 
法人税、住民税及び事業税 
法人税等調整額 
法人税等合計 
当期純利益 

14,359 
13,033 
8,238 
1,541 
3,203 
50 

1,142 
27 
156 

13,859 
2,786 
2,695 
88 
2 

613 
111 

9,261

平成20年度 

14,199 
12,795 
8,269 
1,402 
3,073 
50 

1,235 
49 
119 

13,064 
2,363 
2,304 
52 
6 

650 
5 

9,232

平成19年度 平成20年度 

1,086 
654 
431 
500 
392 
42 
197 
151 
96 
14 
81 
ー 

796 
190 
92 
283 
513

平成19年度 

812 
258 
554 

1,135 
273 
11 
40 
221 
43 
0 
－ 
42 

1,364 
53 
281 
334 

1,030
（注） 出資一口当たり当期純利益額　16円05銭 

（注）1.　有形固定資産の減価償却累計額　7,098百万円    

　　 2.　出資一口当たりの純資産額　　　 1,019円63銭   

◆ 連結貸借対照表 （単位：百万円） 

　　　（資産の部） 
現金及び預け金   
金銭の信託  
有価証券  
貸出金  
その他資産  
有形固定資産  
無形固定資産  
繰延税金資産  
債務保証見返  
貸倒引当金  
 
 
 
 
 
 
 
資産の部合計  

平成20年度末 

 
202,161 

500 
267,962 
365,345 
3,970 
11,337 
125 

2,022 
1,581 

△ 4,386 
 
 
 
 
 
 
 

850,620

平成19年度末 

 
211,422 

500 
246,398 
360,300 
3,852 
7,882 
85 

1,488 
1,871 

△ 4,936 
 
 
 
 
 
 
 

828,864

（単位：百万円） 

　　　（負債の部）  
預金積金  
その他負債  
賞与引当金  
役員賞与引当金  
退職給付引当金  
役員退職慰労引当金 
偶発損失引当金 
睡眠預金払戻損失引当金  
再評価に係る繰延税金負債  
債務保証  
負債の部合計  
　　 　　  （純資産の部）  
出資金  
利益剰余金  
処分未済持分  
会員勘定合計  
その他有価証券評価差額金  
土地再評価差額金  
評価・換算差額等合計  
純資産の部合計  
負債及び純資産の部合計 

 
810,729 
4,530 
350 
ー 

504 
241 
40 
35 
179 

1,581 
818,194 

 
1,591 
31,575 

△1 
33,165 
△ 646 
△ 93 
△ 739 
32,426 
850,620

平成20年度末 

 
788,834 
3,191 
399 
26 
565 
229 
4 
36 
190 

1,871 
795,348 

 
1,611 
31,135 

△1 
32,745 
839 
△ 69 
770 

33,515 
828,864

平成19年度末 

◆ 連結剰余金計算書 （単位：百万円） 

利益剰余金期首残高 
利益剰余金増加高 
　当期純利益 
　その他 
利益剰余金減少高 
　配当金 
利益剰余金期末残高 

科　目 

31,135 
537 
513 
23 
96 
96 

31,575

平成20年度 

30,202 
1,030 
1,030 

－ 
97 
97 

31,135

平成19年度 

8 連結における事業年度の開示事項
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（平成21年3月31日現在） 

　当期末残高は、預金積金8,107億円、貸出金3,653億円となり、総資産額は8,506億円となりました。 
　損益につきましては、経常収益が14,359百万円、経常費用が13,859百万円となり、この結果、経常利益は500百万円、また当期純利益
は513百万円となりました。 

◆平成20年度のいちい信用金庫グループの業績

◆主要な経営指標　 （単位：百万円） 

連結経常収益 

連結経常利益 

連結当期純利益 

連結純資産額 

連結総資産額 

連結自己資本比率 

14,359 

500 

513 

32,426 

850,620 

10.12%

平成20年度 

13,775 

1,255 

825 

32,882 

786,811 

9.61％ 

平成16年度 

13,762 

1,311 

1,125 

29,801 

795,610 

9.73％ 

平成17年度 

14,199 

1,135 

1,030 

33,515 

828,864 

10.52%

平成19年度 

13,738 

1,230 

1,166 

32,212 

813,081 

10.38%

平成18年度 

◆子会社等の状況

所在地 

設立年月日 

主要業務内容 

資本金 

決算期 

当金庫の株式等の議決権比率 

子会社等の株式等の議決権比率 

一宮市若竹三丁目3番3号 

昭和62年4月1日 

いちい信用金庫からの委託業務 

10百万円 

3月末 

100.00％ 

― 

いっしん総合サービス（株） 

一宮市せんい三丁目9番1号 

昭和60年8月1日 

リース業務 

20百万円 

3月末 

12.82％ 

― 

いちいリース（株） 

岩倉市旭町一丁目21番地 

平成16年7月1日 

いちい信用金庫からの委託業務 

10百万円 

3月末 

100.00％ 

― 

（株）いちい総合研究所 会社名 

　いちい信用金庫グループは、当金庫、子会社2社、関連法人等1社で構成され、信用金庫業務を中心に事務処理代理業務、リース業務など
の金融サービスを提供しております。 

いちい信用金庫 

■子会社等3社   ・子会社…いっしん総合サービス株式会社、株式会社いちい総合研究所　・関連法人等…いちいリース株式会社 

■国内…本店ほか51支店、2有人出張所 

◆いちい信用金庫グループの主要な事業の内容

連結財務諸表の作成方針

1.連結の範囲に関する事項 
　連結される子会社及び子法人等　　2社 

　会社名　　いっしん総合サービス株式会社　株式会社いちい総合研究所 

2.持分法の適用に関する事項 
　（1） 持分法適用の非連結子会社及び子法人等、関連法人等 

　　　該当なし 

　（2）持分法非適用の非連結の子会社及び子法人等、関連法人等 

　　　会社名　いちいリース株式会社 

　持分法非適用の非連結の子会社及び子法人等、関連法人等は、当期純利益及

　び利益剰余金からみて、持分法の対象から除いても連結財務諸表に重要な影

　響を与えないため、持分法の対象から除いております。 

3.連結される子会社及び子法人等の事業年度等に関する事項 
　連結される子会社及び子法人等の決算日は次のとおりであります。 

　3月末日　2社 

4.連結される子会社及び子法人等の資産及び負債の評価に関する事項 
　連結される子会社及び子法人等の資産及び負債の評価については、全面時価

　評価法を採用しております。 

5.剰余金処分項目等の取扱いに関する事項 
　連結剰余金計算書は、連結会計期間において確定した剰余金処分に基づいて

　作成しております。 

◆ 連結損益計算書 （単位：百万円） 

経常収益    
資金運用収益   
　貸出金利息  
　預け金利息  
　有価証券利息配当金  
　その他の受入利息  
役務取引等収益   
その他業務収益   
その他経常収益   
経常費用    
資金調達費用   
　預金利息  
　給付補てん備金繰入額  
　その他の支払利息  
役務取引等費用   
その他業務費用   
経費  

（単位：百万円） 

その他経常費用   
　貸出金償却  
　その他の経常費用 
経常利益    
特別利益    
　固定資産処分益 
　貸倒引当金戻入益 
　償却債権取立益 
特別損失 
　固定資産処分損 
　減損損失 
　その他の特別損失 
税金等調整前当期純利益 
法人税、住民税及び事業税 
法人税等調整額 
法人税等合計 
当期純利益 

14,359 
13,033 
8,238 
1,541 
3,203 
50 

1,142 
27 
156 

13,859 
2,786 
2,695 
88 
2 

613 
111 

9,261

平成20年度 

14,199 
12,795 
8,269 
1,402 
3,073 
50 

1,235 
49 
119 

13,064 
2,363 
2,304 
52 
6 

650 
5 

9,232

平成19年度 平成20年度 

1,086 
654 
431 
500 
392 
42 
197 
151 
96 
14 
81 
ー 

796 
190 
92 
283 
513

平成19年度 

812 
258 
554 

1,135 
273 
11 
40 
221 
43 
0 
－ 
42 

1,364 
53 
281 
334 

1,030
（注） 出資一口当たり当期純利益額　16円05銭 

（注）1.　有形固定資産の減価償却累計額　7,098百万円    

　　 2.　出資一口当たりの純資産額　　　 1,019円63銭   

◆ 連結貸借対照表 （単位：百万円） 

　　　（資産の部） 
現金及び預け金   
金銭の信託  
有価証券  
貸出金  
その他資産  
有形固定資産  
無形固定資産  
繰延税金資産  
債務保証見返  
貸倒引当金  
 
 
 
 
 
 
 
資産の部合計  

平成20年度末 

 
202,161 

500 
267,962 
365,345 
3,970 
11,337 
125 

2,022 
1,581 

△ 4,386 
 
 
 
 
 
 
 

850,620

平成19年度末 

 
211,422 

500 
246,398 
360,300 
3,852 
7,882 
85 

1,488 
1,871 

△ 4,936 
 
 
 
 
 
 
 

828,864

（単位：百万円） 

　　　（負債の部）  
預金積金  
その他負債  
賞与引当金  
役員賞与引当金  
退職給付引当金  
役員退職慰労引当金 
偶発損失引当金 
睡眠預金払戻損失引当金  
再評価に係る繰延税金負債  
債務保証  
負債の部合計  
　　 　　  （純資産の部）  
出資金  
利益剰余金  
処分未済持分  
会員勘定合計  
その他有価証券評価差額金  
土地再評価差額金  
評価・換算差額等合計  
純資産の部合計  
負債及び純資産の部合計 

 
810,729 
4,530 
350 
ー 

504 
241 
40 
35 
179 

1,581 
818,194 

 
1,591 
31,575 

△1 
33,165 
△ 646 
△ 93 
△ 739 
32,426 
850,620

平成20年度末 

 
788,834 
3,191 
399 
26 
565 
229 
4 
36 
190 

1,871 
795,348 

 
1,611 
31,135 

△1 
32,745 
839 
△ 69 
770 

33,515 
828,864

平成19年度末 

◆ 連結剰余金計算書 （単位：百万円） 

利益剰余金期首残高 
利益剰余金増加高 
　当期純利益 
　その他 
利益剰余金減少高 
　配当金 
利益剰余金期末残高 

科　目 

31,135 
537 
513 
23 
96 
96 

31,575

平成20年度 

30,202 
1,030 
1,030 

－ 
97 
97 

31,135

平成19年度 

8 連結における事業年度の開示事項
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（単位：百万円） 

（注） 

1．　所要自己資本の額（リスク・アセット×4%）は、13,406百万円ですが、当金庫グループの自己資本額は、上記の表のとおり33,932百万円と大幅に上回っております。 

2．　「エクスポージャー」とは、資産（派生商品取引によるものを除く）、オフ・バランス取引（派生商品取引によるものを含む）の与信相当額です。 

3．　「ソブリン」とは、中央政府、中央銀行、地方公共団体、地方公営企業等金融機構、我が国の政府関係機関、土地開発公社、地方住宅供給公社、地方道路公社、外国の中央政府以外

　の公共部門（当該国内においてソブリン扱いになっているもの）、国際開発銀行、国際決済銀行、国際通貨基金、欧州中央銀行、欧州共同体、信用保証協会及び漁業信用基金協会

　のことです。 

4．　「三月以上延滞等」とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から3カ月以上延滞している債務者に係るエクスポージャー及び「ソブリン向け」、「金融機関向け」、「法人等

　向け」においてリスク・ウェイトが150％になったエクスポージャーのことです。 

5．　オペレーショナル・リスクは、当金庫は基礎的手法を採用しています。 

　　＜オペレーショナル・リスクの算定方法＞ 

　　粗利益（直近3年間のうち正の値の合計額）×15％ 

　　直近3年間のうち粗利益が正の値であった年数 

6．　上記の「その他」は、「中小企業等・個人向け」に含まれない個人向けエクスポージャーや有形固定資産、無形固定資産、出資等のエクスポージャーなどが含まれます。 

 

÷8％ 

◆自己資本の充実度に関する事項 （単位：百万円） 

   　   ソブリン向け 

   　   金融機関向け 

   　   法人等向け 

   　   中小企業等・個人向け 

   　   抵当権付住宅ローン 

   　   不動産取得等事業向け 

   　   三月以上延滞等 

   　   その他 

    証券化エクスポージャー 

オぺレーショナル・リスク　　　（Ｂ） 

連結総所要自己資本額　（Ａ）+（Ｂ） 

自己資本額 

 

所要自己資本額 

297,358 
 

297,108 
 

8,054 
49,148 
75,823 
62,765 
23,914 
49,438 
3,156 
24,805 
250 

22,281 
319,639 

 

11,894 
 

11,884 
 

322 
1,965 
3,032 
2,510 
956 

1,977 
126 
992 
10 
891 

12,785 
33,643 

 

313,614 
 

313,364 
 

8,022 
49,950 
74,803 
66,233 
14,323 
63,323 
3,874 
32,832 
250 

21,539 
335,153

12,544 
 

12,534 
 

320 
1,998 
2,992 
2,649 
572 

2,532 
154 

1,313 
10 
861 

13,406 
33,932

リスク・アセット 所要自己資本額 リスク・アセット 

 標準的手法が適用される 
 ポートフォリオごとのエクスポージャー 

信用リスク・アセット・ 
所要自己資本の額合計 
 

（A） 

 

平成20年度 平成19年度 

（注）1.　「信用金庫法第89条第1項において準用する銀行法第14条の2の規定に基づき、信用金庫がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当かどうかを判

　断するための基準」（平成18年金融庁告示第21号）に基づき算出しております。なお、当金庫グループは国内基準を採用しております。 

　　 2.　平成20年度については、自己資本比率規制の一部を弾力化する特例（平成20年度金融庁告示第79号）に基づき、「その他有価証券の評価差損」を基本的項目から控

　除しておりません。 

基本的項目 

補完的項目 

自己資本総額 

自己資本額 

リスク・アセット等 

連結Tｉｅｒ1比率　（A／F） 
 連結自己資本比率（E／F） 

控除項目 

（A） 

（B） 

（C） 

（E） 

（F） 

（D） 
 

出資金 
　うち非累積的永久優先出資 
資本剰余金 
利益剰余金 
処分未済持分 
その他有価証券の評価差損 
連結子法人等の少数株主持分 
営業権相当額 
のれん相当額 
企業結合等により計上される無形固定資産相当額 
証券化取引により増加した自己資本に相当する額 
計 

土地の再評価額と再評価の直前の帳簿価額の 
差額の45％に相当する額 

一般貸倒引当金 
補完的項目不算入額 
計 
（Ａ）＋（Ｂ） 
他の金融機関の資本調達手段の意図的な保有相当額 
　負債性資本調達手段及びこれに準ずるもの 
　期限付劣後債務及び期限付優先出資並びにこれらに準ずるもの 
控除項目不算入額 
計 
（Ｃ）－（Ｄ） 
資産（オン・バランス）項目 
オフ・バランス取引等項目 
オペレーショナル・リスク相当額を８％で除して得た額 
計 

項　目 平成20年度 
1,611 

－ 
－ 

31,038 
△1 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

32,648 

54 
 

940 
－ 

994 
33,643 
3,449 

－ 
2,750 
△3,449 

－ 
33,643 
295,656 
1,702 
22,281 
319,639 
10.21％ 
10.52％ 

 

1,591 
－ 
－ 

31,480 
△1 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

33,070 

46 
 

815 
－ 

862 
33,932 
4,149 

－ 
3,450 
△4,149 

－ 
33,932 
312,088 
1,526 
21,539 
335,153 
9.86％ 
10.12％ 

 

平成19年度 

自
　
　
己
　
　
資
　
　
本 

リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
等 

◆自己資本の構成に関する事項 

◆平成19年金融庁告示第16号で定める連結における定性的な開示事項 

　当金庫は、グループ全体で総合リスク管理体制を構築（P8）しており、連結における定性的な開示事項は、単体と重複するため、その記載
を省略しております。単体における開示事項は、P5・P9に記載しております。 

ホタルの庭 
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（単位：百万円） 

（注） 

1．　所要自己資本の額（リスク・アセット×4%）は、13,406百万円ですが、当金庫グループの自己資本額は、上記の表のとおり33,932百万円と大幅に上回っております。 

2．　「エクスポージャー」とは、資産（派生商品取引によるものを除く）、オフ・バランス取引（派生商品取引によるものを含む）の与信相当額です。 

3．　「ソブリン」とは、中央政府、中央銀行、地方公共団体、地方公営企業等金融機構、我が国の政府関係機関、土地開発公社、地方住宅供給公社、地方道路公社、外国の中央政府以外

　の公共部門（当該国内においてソブリン扱いになっているもの）、国際開発銀行、国際決済銀行、国際通貨基金、欧州中央銀行、欧州共同体、信用保証協会及び漁業信用基金協会

　のことです。 

4．　「三月以上延滞等」とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から3カ月以上延滞している債務者に係るエクスポージャー及び「ソブリン向け」、「金融機関向け」、「法人等

　向け」においてリスク・ウェイトが150％になったエクスポージャーのことです。 

5．　オペレーショナル・リスクは、当金庫は基礎的手法を採用しています。 

　　＜オペレーショナル・リスクの算定方法＞ 

　　粗利益（直近3年間のうち正の値の合計額）×15％ 

　　直近3年間のうち粗利益が正の値であった年数 

6．　上記の「その他」は、「中小企業等・個人向け」に含まれない個人向けエクスポージャーや有形固定資産、無形固定資産、出資等のエクスポージャーなどが含まれます。 

 

÷8％ 

◆自己資本の充実度に関する事項 （単位：百万円） 

   　   ソブリン向け 

   　   金融機関向け 

   　   法人等向け 

   　   中小企業等・個人向け 

   　   抵当権付住宅ローン 

   　   不動産取得等事業向け 

   　   三月以上延滞等 

   　   その他 

    証券化エクスポージャー 

オぺレーショナル・リスク　　　（Ｂ） 

連結総所要自己資本額　（Ａ）+（Ｂ） 

自己資本額 

 

所要自己資本額 

297,358 
 

297,108 
 

8,054 
49,148 
75,823 
62,765 
23,914 
49,438 
3,156 
24,805 
250 

22,281 
319,639 

 

11,894 
 

11,884 
 

322 
1,965 
3,032 
2,510 
956 

1,977 
126 
992 
10 
891 

12,785 
33,643 

 

313,614 
 

313,364 
 

8,022 
49,950 
74,803 
66,233 
14,323 
63,323 
3,874 
32,832 
250 

21,539 
335,153

12,544 
 

12,534 
 

320 
1,998 
2,992 
2,649 
572 

2,532 
154 

1,313 
10 
861 

13,406 
33,932

リスク・アセット 所要自己資本額 リスク・アセット 

 標準的手法が適用される 
 ポートフォリオごとのエクスポージャー 

信用リスク・アセット・ 
所要自己資本の額合計 
 

（A） 

 

平成20年度 平成19年度 

（注）1.　「信用金庫法第89条第1項において準用する銀行法第14条の2の規定に基づき、信用金庫がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当かどうかを判

　断するための基準」（平成18年金融庁告示第21号）に基づき算出しております。なお、当金庫グループは国内基準を採用しております。 

　　 2.　平成20年度については、自己資本比率規制の一部を弾力化する特例（平成20年度金融庁告示第79号）に基づき、「その他有価証券の評価差損」を基本的項目から控

　除しておりません。 

基本的項目 

補完的項目 

自己資本総額 

自己資本額 

リスク・アセット等 

連結Tｉｅｒ1比率　（A／F） 
 連結自己資本比率（E／F） 

控除項目 

（A） 

（B） 

（C） 

（E） 

（F） 

（D） 
 

出資金 
　うち非累積的永久優先出資 
資本剰余金 
利益剰余金 
処分未済持分 
その他有価証券の評価差損 
連結子法人等の少数株主持分 
営業権相当額 
のれん相当額 
企業結合等により計上される無形固定資産相当額 
証券化取引により増加した自己資本に相当する額 
計 

土地の再評価額と再評価の直前の帳簿価額の 
差額の45％に相当する額 

一般貸倒引当金 
補完的項目不算入額 
計 
（Ａ）＋（Ｂ） 
他の金融機関の資本調達手段の意図的な保有相当額 
　負債性資本調達手段及びこれに準ずるもの 
　期限付劣後債務及び期限付優先出資並びにこれらに準ずるもの 
控除項目不算入額 
計 
（Ｃ）－（Ｄ） 
資産（オン・バランス）項目 
オフ・バランス取引等項目 
オペレーショナル・リスク相当額を８％で除して得た額 
計 

項　目 平成20年度 
1,611 

－ 
－ 

31,038 
△1 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

32,648 

54 
 

940 
－ 

994 
33,643 
3,449 

－ 
2,750 
△3,449 

－ 
33,643 
295,656 
1,702 
22,281 
319,639 
10.21％ 
10.52％ 

 

1,591 
－ 
－ 

31,480 
△1 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

33,070 

46 
 

815 
－ 

862 
33,932 
4,149 

－ 
3,450 
△4,149 

－ 
33,932 
312,088 
1,526 
21,539 
335,153 
9.86％ 
10.12％ 

 

平成19年度 

自
　
　
己
　
　
資
　
　
本 

リ
ス
ク
・
ア
セ
ッ
ト
等 

◆自己資本の構成に関する事項 

◆平成19年金融庁告示第16号で定める連結における定性的な開示事項 

　当金庫は、グループ全体で総合リスク管理体制を構築（P8）しており、連結における定性的な開示事項は、単体と重複するため、その記載
を省略しております。単体における開示事項は、P5・P9に記載しております。 

ホタルの庭 



��

（注）１．　オフ・バランス取引は、デリバティブ取引を除く。 

2．　国内債権の残存期間別残高において、定時償還債は最終償還日に全額計上しております。 

3.　「三月以上延滞エクスポージャー」とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から3カ月以上延滞しているエクスポージャーのことです。 

4．　上記の「その他」は、裏付となる個々の資産の全部又は一部を把握することが困難な投資信託等および業種区分に分類することが困難なエクスポージャーです。 

5．　当金庫は、国内の限定されたエリアにて事業活動を行っているため、「地域別」の区分は省略しております。 

◆ 信用リスクに関する事項（証券化エクスポージャーを除く）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

（単位：百万円） 

製造業 

農業 

建設業 

電気・ガス・熱供給・水道業 

情報通信業 

運輸業 

卸売業、小売業 

金融・保険業 

不動産業 

各種サービス 

国・地方公共団体等 

個人 

その他 

業種別合計 

45,732 
403 

31,745 
98 
126 

7,366 
26,011 
3,545 
99,482 
43,026 
14,792 
90,268 

－ 
362,601

49,289 
403 

31,946 
7,275 
487 

7,539 
36,336 
267,347 
99,688 
46,093 
172,469 
90,321 
21,840 
831,039

－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

12,406 
－ 

2,971 
2,204 

－ 
－ 

17,582

1,258 
－ 
50 

6,619 
100 
－ 

10,087 
48,863 

50 
－ 

154,943 
－ 
－ 

221,972

1,037 
－ 

967 
－ 
－ 
7 

343 
－ 

806 
663 
－ 

476 
－ 

4,301 
 

45,437 
312 

32,996 
98 
362 

7,767 
26,539 
4,285 

101,762 
42,488 
19,738 
85,526 

－ 
367,315

58,454 
312 

33,265 
9,101 
642 

8,039 
36,771 
261,619 
101,924 
45,575 
187,944 
85,527 
23,614 
852,792

－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

11,570 
－ 

2,916 
2,000 

－ 
－ 

16,487

9,734 
－ 
－ 

8,823 
－ 
－ 

9,868 
50,208 

50 
－ 

165,550 
－ 
－ 

244,235

996 
0 

1,241 
－ 
－ 
4 

252 
－ 

891 
562 
－ 

541 
－ 

4,491 
 

信用リスク 
エクスポージャー 
期末残高 

三月以上延滞 
エクスポージャー 

債券 

国内債券 外国債券 
貸出金、コミットメント及び 
オフ・バランス取引 

信用リスクに関するエクスポージャー及び主な種類別の期末残高＜業種別及び残存期間別＞

エクスポージャー区分 

業種区分、期間区分 19年度 20年度 19年度 20年度 19年度 20年度 19年度 20年度 19年度 20年度 

（単位：百万円） 

△ 125 

△ 425 

△ 550

815 

3,571 

4,386

940 

3,996 

4,936 

 

△ 131 

△ 405 

△ 536 

 

一般貸倒引当金 

個別貸倒引当金 

合計 

 

一般貸倒引当金、個別貸倒引当金の期末残高及び期中の増減額

平成19年度末 平成20年度末 対前年度増減 対前年度増減 

1年以下 

1年超3年以下 

3年超5年以下 

5年超7年以下 

7年超10年以下 

10年超 

期間の定めのないもの 

残存期間別合計 

 

276,874 
190,266 
109,083 
67,572 
55,170 
94,755 
37,316 
831,039

349,951 
212,800 
123,133 
26,036 
71,030 
30,446 
39,394 
852,792

97,668 
64,123 
60,276 
29,390 
33,112 
78,029 

－ 
362,601

195,745 
66,322 
40,452 
19,690 
29,401 
15,704 

－ 
367,315

59,513 
60,318 
45,106 
34,181 
19,058 
3,793 

－ 
221,972

38,629 
77,178 
80,681 
6,346 
39,548 
1,852 

－ 
244,235

150 
500 

1,000 
－ 

3,000 
12,932 

－ 
17,582

597 
1,000 

－ 
－ 

2,000 
12,890 

－ 
16,487
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（注）当金庫グループは、国内の限定されたエリアにて事業活動を行っているため、「地域別」の区分は省略しております。 

業種別の個別貸倒引当金及び貸出金償却の残高等 （単位：百万円） 

製造業 

農業 

建設業 

電気・ガス・熱供給・水道業 

情報通信業 

運輸業 

卸売業、小売業 

金融・保険業 

不動産業 

各種サービス 

国・地方公共団体等 

個人 

合計 

 

△154 
△8 
△89 
－ 
－ 
28 
62 
－ 

△66 
△191 

－ 
△5 

△425

1,143 
26 
409 
－ 
－ 
2 

202 
－ 

1,012 
975 
－ 

224 
3,996 

 

989 
17 
320 
－ 
－ 
31 
264 
－ 

945 
784 
－ 

219 
3,571 

 

81 
－ 
31 
－ 
－ 
4 
4 
－ 
1 
96 
－ 
38 
258 

 

96 
－ 

436 
－ 
－ 
1 
9 
－ 
2 

100 
－ 
8 

654

個別貸倒引当金 

期末残高 

 平成19年度  平成20年度  平成19年度  平成20年度  平成19年度  平成20年度 

当期増減額 
貸出金償却 

（注）1．　格付は適格格付機関が付与しているものに限ります。 

2．　エクスポージャーは信用リスク削減手法適用後のリスク・ウェイトに区分しています。 

 

リスク・ウェイト区分ごとのエクスポージャーの額等 （単位：百万円） 

0％ 

10％ 

20％ 

35％ 

50％ 

75％ 

100％ 

150％ 

自己資本控除 

合　　計 

 

3,219 

－ 

263,165 

－ 

13,359 

－ 

－ 

－ 

－ 

279,745 

 

162,816 

78,582 

261 

68,587 

2,337 

87,240 

150,414 

1,053 

－ 

551,294 

 

エクスポージャーの額 
告示で定める 

リスク･ウェイト区分 
格付有り 格付無し 

2,010 

－ 

266,538 

－ 

14,144 

－ 

－ 

－ 

－ 

282,693 

 

169,356 

92,409 

206 

40,492 

1,716 

91,647 

172,724 

1,544 

－ 

570,098 

 

平成20年度 平成19年度 

格付有り 格付無し 

◆信用リスク削減手法に関する事項

（注）当金庫グループは、適格金融資産担保について簡便手法を用いています。 

（単位：百万円） 

信用リスク削減手法が適用されたエクスポージャー 10,428 9,352 31,319 31,480

信用リスク削減手法 
ポートフォリオ 

適格金融資産担保 

19年度 20年度 19年度 20年度 

保　証 

△264 
26 

△159 
－ 
－ 
2 

△77 
－ 
88 
43 
－ 

△65 
△405 
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◆事業の種類別セグメント状況
　連結会社は信用金庫業務以外に一部で不動産賃貸等の事業を営んでおりますが、それらの事業の全セグメントに占める割合が僅少で
あるため、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。   

◆金融再生法に定める連結開示債権額 （単位：百万円） 

7,651 

8,523 

1,203 

349,979 

367,357

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 

危険債権 

要管理債権 

正常債権 

合      計 

区      分 平成21年3月末 

6,272 

12,049 

2,503 

341,832 

362,659 

 

平成20年3月末 

◆連結リスク管理債権額 （単位：百万円） 

破綻先債権 

延滞債権 

3ヵ月以上延滞債権 

貸出条件緩和債権 

合      計 

区      分 

1,182 

14,873 

577 

625 

17,258

平成21年3月末 

1,553 

16,647 

290 

2,213 

20,704 

 

平成20年3月末 

●連結グループが投資家の場合

（注）所要自己資本の額＝エクスポージャー残高×リスク・ウェイト×4％ 

②保有する証券化エクスポージャーのリスク・ウェイト区分ごとの残高及び 
　所要自己資本の額等 

告示で定めるリスク・ウェイト区分 

50% 500 10

エクスポージャー残高 所要自己資本の額 

（単位：百万円） 

①保有する証券化エクスポージャーの額及び主な原資産の種類別の内訳 

証券化エクスポージャーの額 

  劣後ローン・優先出資等 

500 
500

500 
500

（単位：百万円） 

◆ 証券化エクスポージャーに関する事項
●連結グループがオリジネーターの場合
該当ありません。 

（注）経過措置として、平成18年3月末において保有する証券化エクスポージャーの信
用リスク・アセットの額について、平成26年6月30日までの間、当該証券化エクス
ポージャーの原資産に対して新告示を適用した場合のリスク・アセット額と旧告示
を適用した場合のリスク・アセット額のうち、いずれか大きい額を上限とすることが
できるとされています（自己資本比率告示附則第15条）。 

 

③証券化エクスポージャーに関する経過措置の適用により算出される 
　信用リスク・アセットの額 

経過措置適用の証券化エクスポージャー 

信用リスク・アセットの額 

250

（単位：百万円） 

金利ショックに対する損益・経済価値の 
増減額 

金利リスク 

◆銀行勘定における金利リスクに関する事項 （単位：百万円） 

（注）金利リスクの算出は、単体と同様の方法で算出しています。 

◆出資等エクスポージャーに関する事項

子会社株式及び関連会社株式の貸借対照表計上額等 （単位：百万円） 

関連法人等 
株式 

平成19年度 

平成20年度 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

4 

4

平成19年度 

平成20年度 

4,154 

5,955

区　分 
貸借対照表 
計上額 差　額 時　価 うち益 うち損 

出資等エクスポージャーの売却及び償却に伴う損益の額　（単位：百万円） 

出資等 
エクスポージャー 

2,692 

544

330 

15

－ 

101

売却額 

79 

372

株式等 
償却 売却益 売却損 

平成19年度 

平成20年度 

（注）1.　平成19年度の貸借対照表計上額は、期末日における市場価格等に基づいております。平成20年度の貸借対照表計上額は、時価のある株式については当連結
　　　 　会計年度末前1ヶ月の市場価格の平均に基づいて算定された額により、また、それ以外については当連結会計年度末における市場価格等に基づいております。 
　　2．　売買目的有価証券について、該当取引はありません。 

出資等エクスポージャーの貸借対照表計上額等 （単位：百万円） 

上場株式等 

非上場株式等 

合　計 

4 
△1,314 

－ 
－ 
4 

△1,314

449 
1,370 

－ 
－ 

449 
1,370

453 
55 
－ 
－ 

453 
55

4,773 
5,368 
34 
21 

4,808 
5,389

 
4,769 
6,682 
34 
21 

4,803 
6,703

－ 
－ 

1,434 
1,434 
1,434 
1,434

その他有価証券で時価のあるもの 
その他有価証券で 
時価のないもの等 

区　分 
貸借対照表 
計上額 

取得原価 
（償却原価） 

貸借対照表 
計上額 評価差額 うち益 うち損 

平成19年度 
平成20年度 
平成19年度 
平成20年度 
平成19年度 
平成20年度 
 

平成19年度 
 

平成20年度 
 


